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要 約 

無機エレクトロルミネッセンス（EL）デバイスの高性能化には，発光材料の開発とともに，駆動回路の最適化が重要な

役割を果たす．本稿では，無機 EL デバイスの発光原理と材料物性の関係を整理し，発光層，誘電体層，電極の各材料にお

ける研究動向を概観する． 
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1. はじめに 

 無機エレクトロルミネッセンス（EL）は，電界励起によ

る発光現象であり，ディスプレイ，照明，センサなどの幅

広い応用が期待されている 1)-4)．無機 EL は，1936 年に発見

されて以来，長年にわたって研究が続けられてきた．Fig. 1

に示すように，無機 EL デバイスは，界面準位にトラップさ

れた電子が発光層に注入され，母材結晶中に添加された発

光中心に衝突することで励起と緩和が生じる． 

Fig. 2 に示すように無機 EL デバイスは，作製方法により

数十μmの層で構成される分散型と数百 nmの層で構成され

る薄膜型に分類される．分散型 EL は，発光層が粉末発光体

を高分子バインダーに分散させた構造を有し，スクリーン

印刷などの簡便なプロセスで作製できる．一方，薄膜型 EL

は，発光層を真空蒸着やスパッタリングにより成膜した積

層構造を有し，高輝度・高解像度のディスプレイへの応用

に適している． 

無機 EL デバイスの高性能化には，発光層や誘電体層，電

極などの材料開発と，デバイス構造の最適化が不可欠であ

る．近年，ナノ構造制御や複合化，ドーピングによる材料

物性の改善が進み，高輝度・低電圧駆動の実現に向けた取

り組みが活発化している 5),6)． 

無機 EL デバイスの材料研究は，発光層，誘電体層，電極

の各構成要素に関して独立に進められてきた側面がある．
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Fig. 1 Typical layered structure of inorganic EL device. 


